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　2月2日、中央会は研修会事業として、山梨県中
小企業団体青年中央会（須田猛会長）と共催で事
業承継の課題とその対応方法について学ぶ研修会
を開催した。
　社会全体が高齢化している中で、中小企業・小規
模事業者の経営者においても高齢化が進展してお
り、廃業数の増加が危惧されている。

　2014年版の中小企業
白書によると、全国で70歳
を超える中小企業経営者
は約75万人(2012年)と
過去最高の人数となって
おり、経営者の年齢構成は
60歳を超える年齢層が全
体に占める割合が最も高
い。また、中小企業者数

は、2009年からの4年間で35万社減ったとされて
おり、その内、事業承継ができずに廃業した中小企
業・小規模事業者が2～3割を占めるとすれば、おお
よそ20～30万人の雇用が喪失したと推定される。
　山梨県は、人口当たりに占める経営者・社長数が
福井県に次ぐ2位と社長輩出率が高い一方、経営
者の年齢平均も高い。山梨県の雇用を確保し経済
活力を維持するためにも、事業者数を減らさないこ
とが必要であり、今回の研修会は、事業承継の重要
性について、経営者と後継者が共に共通の認識を
持ち、スムースな事業承継が行えることを目的に企
画された。
　研修会には約40名の経営者及び後継者が参加
し、事業承継に関して多くの県内中小企業支援を
行ってきた小口一策中小企業診断士から、事例を
含めた具体的な事業承継の進め方について説明が

された。
　事業承継は、

「経営の改善」
と「 人 材 の 育
成」に同時に取
り組んで行く必要があり、スムースな事業承継を成
しとげるには、短くとも3年以上、さらに引き継いだ後
継者が経営力を発揮するために必要な期間も合わ
せると5年以上必要とも言われ、現経営者がバック
アップしながら、早い段階から計画的に事業承継対
策に取り組まなければならない。
　中央会では、研修会等の開催のほか、個別企業
の相談に応じる専門家派遣事業も実施しており、企
業の抱える課題解決のため積極的に活用をいただ
きたい。
　お問い合わせは、中央会連携組織課　まで
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山梨県オートバイ事業協同組合

　山梨県オートバイ事業協同組合（西谷理事長）は
2月15日、甲府市のホテル談露館において、顧客育
成コンサルタントの齋藤孝太氏を講師に招き「異業
種の地元成功店からヒントを探る!今よりも繁盛店に
なる秘訣セミナー」と題した講習会を開催し、組合
員や取引先37社が参加した。

　国内の二輪車販売台数は、80年代初頭の年間
237万台をピークに2010年まで減少の一途を辿
り、その後は年間40万台のほぼ横ばいで推移し現
在に至っている。二輪車市場は売り手の時代から
買い手市場に立場が入れ替わったが、販売店の中
には、新たな営業スタイルの確立に苦慮している販
売店もある。今回の講習会では、こうした状況を踏
まえ、販売店と消費者との接客手法について、「共
感・共有」の観点から事例紹介を交え講演が行わ
れた。
　講師からは売上が伸びている販売店のポイント
のひとつに、消費者との「共感・共有」、つまり相手
の立場に立てるかどうかが重要であるとの話がさ
れ、共感・共有の取り組み事例として、①挨拶②商
品紹介③ヒアリングの視点④カウンターでのプラス
トーク⑤メッセージボードの書き方⑥手紙の一手間

⑦販促・イベントの中身の7点を挙げ、消費者とやり
とりする際に「相手目線に立って思考をめぐらすこと
で柔軟な対応が生まれ、他店との差別化を図ること
ができる」と説明した。
　来年4月の消費税率の引き上げが間近に控えて
おり、組合員同士が連携を取り各販売店が営業手
法を学び合い、販売方法に工夫を凝らす自助努力
が求められている。
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山梨県中小企業団体中央会女性部会

　中央会女性部会（星ちえ子会長）は、2月6日（土）
に長野県安曇野スイス村（長野自動車道 安曇野
I.C周辺）で開催された「信州なでしこマーケット」
へ出展を行った。信州なでしこマーケットは、長野県
アルプス女性企業家会議（青木孝子会長）が主催
している信州のイチ押し商品の販売イベントで、今

回で12回目となる。
　昨年9月に開催された山梨県・長野県との親睦
交流会事業において、なでしこマーケットへの出展
依頼があり、山梨県中央会女性部会として初めて
の出展となった。
　当日は、女性部会会員の中からやまなし良品（小
澤珠美女性部会副会長）が山梨県のワインなどの
特産品の販売を行い、山梨県のPR活動を行った。
長野県内や県外からも約30社が出展し、マーケット
には約2,000人が来場した。
　昨年からの女性部会間の交流事業により、今月
13日にアイメッセ山梨で開催される中小企業組合
まつりへも、長野県アルプス女性企業家会議が出
展を行う予定となっており、当日は、「信州なでしこ」
のお菓子を販売する。この菓子は、長野県アルプス
女性企業家会議の会員がアイデアを出し合い丸山

菓子舗と共同で開発したもので、サクサクとした軽
い食感が特徴でパッケージも女性ならではの商品
となっている。
　星ちえ子会長からは、「今後も他県との交流事業
を通じて、中央会女性部会の事業活動の活性化
や、女性部会の会員企業経営にも活かしていきた
い」と今後の活動展開に向けての抱負があった。

“共感・共有”から営業手法を学ぶ“共感・共有”から営業手法を学ぶ“共感・共有”から営業手法を学ぶ“共感・共有”から営業手法を学ぶ

研修会には後継者と共に
多くの経営者も参加した

中小企業診断士の
小口一策氏

主催者・来賓の方々と女性部会星会長

ホワイトボードを使って説明する齋藤講師

多くの組合員・取引先が参加

女性部会（やまなし良品）出展の様子


